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研究内容 ：都市気象，沿岸気象，水工水理学 

近年の都市化に伴い，日本の首都圏をはじめ世界各地でヒート

アイランドや局地的大雨といった都市特有の大気環境問題が顕

在化しており，それらの現象の解明および対策が急務となって

います．当研究室では，主に都市大気に着目した研究を，「屋外

大気観測」や「気象数値シミュレーション」といった手法によ

り，気象学のみならず水文学・土木工学など関連する分野と併

せて学際的に取り組んでいきます． 

＜最近の研究テーマ＞ 

 熱ストレス評価指標WBGT による暑熱環境評価 

 マリンレーダーを活用した降雨形態の鉛直観測 

 ドップラーライダー観測に基づく都市大気構造の実態把握 

 屋外カメラを用いた局地的大雨をもたらす積乱雲消長プロ

セスの解明 

 都市上空の光化学オキシダントや浮遊粒子状物質の空間分

布の特徴 

 メソ気象モデルWRFを用いた首都圏の気象場解析 

研究課題は，各自の希望をヒアリングした上で決定したいと思

います．研究活動を通して，単なる興味から知識へ，そして未解明の現象解明に取り組むアプロー

チ手法を身につけていきます． 

 研究室活動 

3 年生後期に研究室配属がされたのち，院生や 4 年生が発表する研究室ゼミに週１回参加してもら

う予定です．4年生になると研究室ゼミ（週１回）で，自身の卒業研究の進捗について発表してもら

います．その他，研究内容については適宜個別に相談・打合せを行っていきます． 
ゼミ：各自の研究課題の進捗状況や成果を発表し，その内容について議論します．これにより研究の意義・

方向性・問題点などを明確にしていくと共に，プレゼンテーション能力を養います． 

 研究室訪問 

訪問日時を調整するため，必ず事前にメール連絡をしてください．また，事前に研究室 HP を見て

おいてください． 

今年度の研究室訪問対応可能日は，産休のため 2018年 7月 2週目までとなります． 

 その他 

 研究活動を遂行する上で，自主性・協調性は重要な要素です．物事を要領良くこなすこと（≠

テキトー）は大事ですが，真面目な人が損をしないような評価をしていきたいと思います． 

 他大学や他機関とも共同して最先端の研究に取り組んでいます． 

 

首都圏の浮遊粒子状物質濃度と風系場 

マリンレーダーによる対流性降雨の
鉛直構造（白色が濃いほど降雨エコ
ー強度が強い） 

小田研究室（大気圏環境研究室） 

 

(dBm)


